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起 して非周期的運動 を発生するとい う典型的なカオス-の径路を示す｡


























られているO-方,レ- リー 数を上昇させると通常 Hopf分岐が生ずることは実験的事実で
ある｡これら2つの不安定が同時に起こる場合が Codimension2の分岐点に対応 している｡
実験系でアスペクト比 (㌔ )を徐々に変化させ,各アスペクト比でレ- リー 数をスキャンす
ることで,rx=2･4の付近でロールの個数の変化と Hopf分岐が競合する現象 を兄い出し
た｡ロールの個数の変化は,微分干渉計と温度プロファイルの計測から明らかな転移が確認さ
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の Codimension2の分岐点 (6-p-0) の近傍で起こる分岐の様子の理論的結果と良く一
致する｡
それ以外の実験事実も含めて,理論と一致するという概拠を列挙すると以下のようになる｡
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図2 ア トラクターの構造
1)実際に2つのモー ドの競合が起ってい
る｡
2)球面状のアトラクターに見られるトポ
ロジカルな構造の一致｡
3)Bifurcationdiagram の一致 (Hopf
分岐,T2, ヒステリシスの存在 )
図3 ア トラクターの位相的構造
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図4 考えられるメカニズムと
Bifurcationdiagram
4)転移点における Transient波形の一
致｡
5)Hopf分岐(T2)は,低い周波数で開始するo (a,2∝ ノ7)
アスペクト比の大きな熱対流系のカオス
r=R/R【
東北大･通研 佐藤信一,佐野雅己,沢田康次
流体系のカオスの発達過程を明らかにしようとする時,空間自由度の大きい系の場合はカオ
スの概念,方法論が確立されていないせいもあって困難である反面,興味ある分野でもある｡
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